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お盆が過ぎ8月も下旬に入って、ここのところ

不安定な気候が続いておりますが、みなさま体調

崩されていないでしょうか？

この夏休みにお出かけされたかたも多いかと

思います。それぞれの土地と浦安を比べてここが

素敵、ここは今一つかな…、浦安もこんな風に変

えるとどうかな、など考えてみると面白いかもし

れませんね。

さて、今回は「教えて景観協定」というテ

ーマでお送りいたします。

景観協定とは、景観法に基づき住民の皆さんが

自ら取り決め、互いに守りあっていくことで、地

域のより良い景観の形成、維持保全に役立つ自主

的な規制を行うことができる制度です。協定には

土地所有者等の全員の合意が必要であり（第三者

に譲渡された場合も有効になります）、市ではそ

の認可を行います。

この協定の中では建築物や緑のほか、ソフトな

部分まで含めて、景観に関する様々な事柄を一体

的に定めることができます。

建築協定・地区計画などの他の制度と比較して

みると、例えば、

・ワゴンや自販機などの路上施設、青空駐車場や

材料置場等の空地の管理

・店舗のイルミネーション、ショーウィンドー、

開店時間等の管理

・建築物に付属しない屋外広告物等の管理

・美化活動・清掃活動などのソフト的事項

…といったことなどの景観に関する事柄につい

ても、幅広く設定できるのがその特長です。

景観協定は千葉県内で２カ所、全国でも40カ

所しか認可されていない先進的な取り組みであ

り（平成25 年１月1 日時点）、浦安市では現在

1カ所、平成21年10月30日に「弁天一丁目

舞浜の杜景観協定」という景観協定を締結してい

ます。

良好な街並みの形成のため、みなさまの地域で

もぜひ検討してみてください！

次回は「開発と景観は関係ないの？ 宅地開発

条例と景観条例の関係性とは」というテーマでお

送りします。

弁天一丁目舞浜の杜

花植えなどの緑化活動も

（イメージ）



2014 まち歩き「境川沿い元町・中町」

７月２０日の浦安景観まちづくり連続講座「水

辺の景観を考える」の下見を兼ねて６月１５日（日）

境川沿いのまち歩きを実施しました。今回は７月

のまち歩きの案内役をお願いしている、浦安水辺

の会事務局長の横山さんを含め総勢１２名の方に

ご参加いただきました。境川は西水門から東京湾

まで、護岸の構造、河川区域に接する道路や民地

など景観的には大きくわけて、上、中、下流各々

趣の異なる三つのエリアがありますが、今回は上

中流部分のみとなりました。浦安駅前交番横に集

合し、西境橋～わかしお歩道橋まで約５km を 2

時間かけて歩きました。

終了後のミーテイングでは「説明のポイントを

明確にしたほうが良い」、「折角レンガ張りの親水

護岸にしたのに、あまり利用されていない。水辺

を楽しめる積極的な提案を」、「人が集まりやすく

する提案を政策担当者に伝えるのがフォーラムの

役割ではないか」など一般参加の方から貴重なご

意見をいただきました。

■境川沿い元町・中町のまち歩きの様子

浦安の景観の象徴西水門：いず
れレンガ張りの親水護岸になる
はずだが船は見当たらない。

境川沿いの建物：現存するかつ
ての境川と縁の深い建物。

沿道の木陰：まちあるきの途中、
木陰でひと休み。「ぼら」がたく
さん泳いでいる。

珍しく開門中の東水門：イベン
ト時以外は親水護岸沿いを散策
する人をあまり見かけない。

左右天命弁財天：災いからまも
ってくれる猫実の弁天様として
親しまれている。

境川護岸（今川橋付近）：かつて
は今川花の会で手入れされてい
た花壇があったが震災後は何も
植えられていない。

編 集 うらやす景観まちづくりフォーラム TEL 090-4412-2455（代表・小林）
メール yut-koba@jcom.home.ne.jp ブログ http://ukm-forum.blogspot.jp

先月に引き続き、市民活動団体「うらやす景観まちづくりフォーラム」に、景観通信の記事の執筆をお願いしています。今回は

「第２回水辺の景観を考える」講座の下見のまち歩きについてのご紹介です。


